
さつき
玉川ホーム園長　　猪腰　久子

　　　　　　　　　ホーム前の水田では田植えが始まり、稲というよりは「苗」がふわふわと頼りなさそ

　　　　　　　　うに揺れ、毎年の風景ではありますが新鮮に感じられます。

　これから、さわやかな季節となりますので、観光地などのドライブ・ショッピングや、利用者の皆様の

希望をお聞きしながら、皆様が楽しめる活動を実施し、快適に生活していただけるようにと考えておりま

す。

　ご家族の皆様方も、木の芽どきの体調のくずしやすい時節でもありますので、健康に留意されお元気に

お過ごしください。

　４日（水）

　5月21日水曜日、福島県パートナードッグ倶楽部の皆さ

んにご協力いただき、８頭の犬たちと触れ合いました。

　皆さん「柔らかくてあったかい。」「かわいいね。」等

とお話され、お別れするときには「泊まっていったらいい

のに。」と、名残惜しそうでした。

わんこと遊ぼう

 おりこうさんだね♪

犬は大好きだよ☆ 

　5月14日水曜日、会津方面に出かけました。

　新緑がまぶしい鶴ヶ城公園を散策され、「空気が本当

にきれいだね。」と、深呼吸。「女学校のときに来た以

来だよ。」と、感激される方もいました。

　名物のソバやソースカツ丼も堪能し、初夏の会津を満

喫することができました。

桔梗との交流会

生け花クラブ

４日・ ２５日（水）

　熱海町の“鮨処わかさや”さんから、4月24日に出前を

とりました。お寿司が好きな方が多く、皆さん「おいしい

ね。」とお話しながら、味わっていました。

　5月9日は、「かつおのたたき」か「豚の角煮」の選択献

立でした。「やっぱり、刺身は良いね。」「角煮がやわら

かくておいしい。」と、どちらを選んだ方も笑顔でした。

１１日（水）

 毎週木曜日 書道クラブ

４日・

誕生会

　季節は、間もなく初夏を迎えます。

　気温の変化に留意しつつ、爽やかな季節を楽しみ

ましょう。（ Y・F ）

１８日（水）

ドライブ・ショッピング
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褥瘡対策委員会          委員長 星 弘子 

 昨年度に熱海病院褥瘡認定看護師の指導を受けたことを実

践しながら、褥瘡ゼロを目指します。食事が摂れなくなり、

栄養状態が悪い、疾病により（特に糖尿病等）治りが悪い、

血流が悪いといった原因により、褥瘡が発生、悪化する場合

が多く、これらのことを考慮し、早期に対応できるように努

めます。 

ばんだいグループ   グループリーダー 早津 由紀 

 グループメンバーも替わり、気持ち新たに新年度がスター

トしました。今年度も皆さんとの“関わり”を大切にし、楽

しい毎日が過ごせますようメンバー一丸となってお手伝いさ

せていただきます。 

ケアサービス委員会       委員長 齋藤 智子 

 利用者、ご家族の意向を確認し、多職種協同でケアプラン

を作成し、総合的な援助を行ないます。 

研修委員会            委員長 星 美奈子 

 今年度も、内部、外部の研修に積極的に参加し、個々がス

キルアップすることで、利用者の皆さんに満足していただけ

るような介護を目指します。 

排泄改善委員会         委員長 佐藤 和代 

・新規入所、退院再入所時に排泄実態調査を実施し、排泄ケ 

 アの見直しを行ないます。 

・紙オムツについての研修及び伝達講習会を実施し、個々に 

 合ったオムツの当て方を重点的に行ないます。 

行事委員会           委員長 佐藤 慎吾 

 季節感のある行事、ドライブを企画し実施することで、利

用者の皆さんに喜びや楽しみを感じていただきます。 

食事サービス委員会       委員長 神場 成子 

 選択食、バイキング食、外注食を計画し、楽しく食事がで

きる雰囲気作りに努めます。 

あぶくまグループ  グループリーダー 添田 ひろみ 

 あぶくまグループの今年度の目標は、「利用者の皆さんへ

安心・安全な生活を提供していく」です。職員の知識や技術

の向上を図り、一人ひとりが利用者の皆さんに満足いただけ

るよう努めてまいります。 

猪苗代湖グループ   グループリーダー 橋本 博仁 

 利用者の皆さんの希望にできるだけ対応し、安心とぬくも

りのある介護を目指します。また、介護員一人ひとりの知識

や技術をより一層高め、統一された介護サービスを提供でき

るよう、メンバー全員で頑張っていきます。 

花グループ       グループリーダー 星 美奈子 

 今年度の花グループは、皆さんが一緒に参加できる余暇活

動や、個人でも楽しんでいただけるようなゲーム等を提供し

ていきたいと思います。 

 そして何より、明るい雰囲気作りに努めていきたいと思い

ます。 

フルーツグループ    グループリーダー 丹治 聡 

 今年度フルーツグループでは、「統一した介助を実施す

る」「利用者、ご家族の皆さんの要望を取り入れたケアプラ

ンの作成と、個別ケアの実現」を目標に掲げました。 

 他職種との連携を密にし、グループ職員一同、利用者の皆

さんが安心した生活が送れるように努力していきたいと思い

ます。 

鳥グループ      グループリーダー 滝田 智江 

 鳥グループでは、利用者の皆さんに、安心して楽しみのあ

る生活を送っていただけるように、グループ内で情報を共有

し、統一したサービスが提供できるように努力していきます。 

 また、余暇活動を毎日実施し、内容も充実させていきたい

と思います。 

リスクマネジメント委員会   委員長 佐々木 克明 

 利用者の皆さんが安全に生活していただけるよう、職員間

の情報と意識の共有を図り、事故ゼロを目指し取り組んでい

きたいと思います。 

あだたらグループ   グループリーダー 杉原 由美子 

 私たちあだたらグループは、利用者の皆さんに日々の生活

の中に楽しみを持っていただけるよう、余暇活動や季節を感

じることができる活動への取り組みを充実していきたいと思

います。 

感染症対策委員会        委員長 箭内 辰子 

 本年度の目標は、「感染症の情報を共有し、発生、拡大を

予防する」です。 

 昨年度は、利用者の皆さんにインフルエンザの発症者がい

ませんでした。本年度も、さまざまな感染症を予防するため、

職員一人ひとりがしっかりした意識を持ち、業務を遂行して

まいりたいと思います。 

かんば     しげこ 
ぬくもりケア研究会        委員長 原 春美 

 前年度からの継続で、不安やストレスを和らげる効果があ

ると言われている、手と手が触れ合うケアを研究、実践し、

安心して落ち着いた生活が送れるように援助してまいります。 


